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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御を行う制御部を備え、
　前記制御部は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
　設定された前記撮像モードに応じて表示される前記撮像パラメータ設定画像と、
　設定された前記撮像パラメータを表示する設定表示画像と、をいずれかのレイヤに配置
し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記撮像モード設定画像と、前記撮像パラメータ設定画像と、前記設定
表示画像とを同一または異なるレイヤに配置する、請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御を行う制御部を備え、
　前記制御部は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
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　設定された前記撮像モードに応じて表示される第１の撮像パラメータ設定画像と、
　前記第１の撮像パラメータ設定画像によって設定された撮像パラメータに応じて表示さ
れる第２の撮像パラメータ設定画像と、をいずれかのレイヤに配置し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記撮像モード設定画像と、前記第１の撮像パラメータ設定画像と、前
記第２の撮像パラメータ設定画像とを同一または異なるレイヤに配置する、請求項３記載
の情報処理装置。
【請求項５】
　前記撮像モード設定画像は半円状の画像である、請求項１～４の何れか１項に記載の情
報処理装置。
【請求項６】
　制御部は、複数の前記撮像パラメータ設定画像を互いに関連させて同一のレイヤに配置
する、請求項１～５の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記撮像モードに基づいて、前記撮像パラメータ設定画像の優先度を決
定し、前記優先度に基づいて、各レイヤに配置する撮像パラメータ設定画像を決定する、
請求項１～６の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記撮像モードを設定するための撮像モード設定操作が行われる際に、
前記撮像モード設定画像を表示する制御を行う、請求項１～６の何れか１項に記載の情報
処理装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記撮像パラメータ設定画像のアイコンを一覧表示するアイコン一覧画
像と、前記複数のレイヤとを表示し、ユーザが選択したアイコンに対応する前記撮像パラ
メータ設定画像であるユーザ選択画像をユーザが選択したレイヤに表示する、請求項１～
８のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記ユーザ選択画像に関連する関連設定画像を提示する制御を行う、請
求項９記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記関連設定画像を前記ユーザ選択画像と同じレイヤまたは異なるレイ
ヤに表示する制御を行う、請求項１０記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記ユーザ選択画像に基づいて、撮像モードを設定する、請求項９～１
１のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記表示部の使用状態が変更された場合に、前記撮像パラメータ設定画
像同士の位置関係を維持する、請求項１～１２のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、前記撮像パラメータ設定画像として、ウィジェット画像を表示する制御
を行う、請求項１～１３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御を制御部が行い、
　前記制御部は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
　設定された前記撮像モードに応じて表示される前記撮像パラメータ設定画像と、
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　設定された前記撮像パラメータを表示する設定表示画像と、をいずれかのレイヤに配置
し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、情報処理方法。
【請求項１６】
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御を制御部が行い、
　前記制御部は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
　設定された前記撮像モードに応じて表示される第１の撮像パラメータ設定画像と、
　前記第１の撮像パラメータ設定画像によって設定された撮像パラメータに応じて表示さ
れる第２の撮像パラメータ設定画像と、をいずれかのレイヤに配置し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、情報処理方法。
【請求項１７】
　コンピュータに、
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御機能を実現させ、
　前記制御機能は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
　設定された前記撮像モードに応じて表示される前記撮像パラメータ設定画像と、
　設定された前記撮像パラメータを表示する設定表示画像と、をいずれかのレイヤに配置
し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、プログラム。
【請求項１８】
　コンピュータに、
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御機能を実現させ、
　前記制御機能は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
　設定された前記撮像モードに応じて表示される第１の撮像パラメータ設定画像と、
　前記第１の撮像パラメータ設定画像によって設定された撮像パラメータに応じて表示さ
れる第２の撮像パラメータ設定画像と、をいずれかのレイヤに配置し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、情報処理方法。
【請求項１９】
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御部を備え、
　前記制御部は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
　設定された前記撮像モードに応じて表示される前記撮像パラメータ設定画像と、
　設定された前記撮像パラメータを表示する設定表示画像と、をいずれかのレイヤに配置
し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
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　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、情報処理システム
。
【請求項２０】
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのいずれかを表示部に表示する制御を行う制御部を備え、
　前記制御部は、
　撮像モードを設定するための撮像モード設定画像と、
　設定された前記撮像モードに応じて表示される第１の撮像パラメータ設定画像と、
　前記第１の撮像パラメータ設定画像によって設定された撮像パラメータに応じて表示さ
れる第２の撮像パラメータ設定画像と、をいずれかのレイヤに配置し、
　表示対象となるレイヤを切り替えるための表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示対象となるレイヤを切り替え、
　撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、情報処理システム
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、情報処理方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、ユーザが複数のアイコンのうちいずれかを選択した場合に、当該選択
されたアイコンに関連したサブメニューを表示する撮像装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１０７７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この技術では、ユーザは、撮像パラメータを変更したい場合、その撮像パラメ
ータに対応するアイコンをまず選択する必要があった。このため、ユーザは、撮像パラメ
ータに対応するアイコンがわからない場合、アイコンを１つずつ選択し、サブメニューか
ら所望の撮像パラメータを探しだす必要があった。したがって、撮像パラメータを設定す
るのに非常に手間がかかっていた。
【０００５】
　そこで、ユーザが撮像パラメータを容易に設定することができる技術が求められていた
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示によれば、操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータの設定が可能な情報処
理装置であって、撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画像が配置された
複数のレイヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部に表示する制御を行い
、かつ、表示レイヤを切り替える制御を行う制御部を備える、情報処理装置が提供される
。
【０００７】
　本開示によれば、撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画
像が配置された複数のレイヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部に表示
する制御を行い、かつ、表示レイヤを切り替える制御を行うことと、入力操作に応じて、
撮像パラメータを設定する制御を行うことと、を含む、情報処理方法が提供される。
【０００８】
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　本開示によれば、コンピュータに、撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像
パラメータ設定画像が配置された複数のレイヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤと
して表示部に表示する制御を行い、表示レイヤを切り替える制御を行い、かつ、操作入力
に応じて撮像パラメータを設定する制御を行う制御機能を実現させる、プログラムが提供
される。
【０００９】
　本開示によれば、操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータの設定が可能な情報処
理システムであって、撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画像が配置さ
れた複数のレイヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部に表示する制御を
行い、かつ、表示レイヤを切り替える制御を行う制御部を備える、情報処理システムが提
供される。
【００１０】
　本開示によれば、ユーザは、所望のレイヤに表示された所望の撮像パラメータ設定画像
を用いて撮像パラメータを設定することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　以上説明したように本開示によれば、ユーザは、撮像パラメータを容易に設定すること
ができる。なお、本開示に係る技術による効果はここで記載された効果に限定されない。
本開示に係る技術は、本明細書中に記載されたいずれかの効果、または他の効果を有する
ものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の第１の実施形態に係る情報処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】同実施形態に係る情報処理装置のハードウエア構成図である。
【図３】情報処理装置による処理の手順を示すフローチャートである。
【図４】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図５】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図６】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図７】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図８】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図９】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１０】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１１】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１２】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１３】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１４】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１５】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１６】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１７】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１８】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図１９】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図２０】情報処理装置による表示例を示す説明図である。
【図２１】本開示の第２の実施形態に係る情報処理システムの構成を示す外観図である。
【図２２】同実施形態に係る撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図２３】撮像装置のハードウエア構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
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【００１４】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．第１の実施形態（情報処理装置が撮像及び表示を行う例）
　　１－１．情報処理装置による処理の概要
　　１－２．情報処理装置の構成
　　１－３．情報処理装置による基本的な処理
　　１－４．レイヤの表示例
　　　１－４－１．第１の表示例
　　　１－４－２．第２の表示例
　　　１－４－３．第３の表示例
　　　１－４－４．第４の表示例
　　１－５．撮像モード切り替え処理
　　１－６．ユーザ選択に基づくウィジェット画像決定処理
　　１－７．シーン選択に基づくウィジェット画像決定処理
　　１－８．表示部の使用状態に基づく表示制御
　　１－９．他の処理
　２．第２の実施形態（情報処理装置が表示を行い、撮像装置が撮像を行う例）
　　２－１．情報処理システムの全体構成
　　２－２．撮像装置の構成
　　２－３．情報処理システムによる処理
【００１５】
　＜１．第１の実施形態＞
　（１－１．情報処理装置による処理の概要）
　第１の実施形態に係る情報処理装置１０は、概略的には、撮像に関する撮像パラメータ
を設定するためのウィジェット画像（撮像パラメータ設定画像）が配置された複数のレイ
ヤを生成する。具体的には、情報処理装置１０は、撮像モードにもとづいて、各レイヤに
配置するウィジェット画像を決定する。そして、情報処理装置１０は、ウィジェット画像
を各レイヤに配置する。一方、情報処理装置１０は、撮像を行うことで、スルー画像を生
成する。そして、情報処理装置１０は、いずれかのレイヤを表示レイヤとし、表示レイヤ
をスルー画像に重畳させて表示部に表示する。表示レイヤには、一又は複数のウィジェッ
ト画像が配置（表示）されている。
【００１６】
　本実施形態におけるウィジェット画像には、撮像パラメータを設定するための画像、よ
り具体的には撮像パラメータを設定するための入力操作が可能な画像が含まれる。撮像パ
ラメータは、撮像に関するパラメータであり、特にその種類は問わない。撮像パラメータ
としては、例えば、シャッタースピード（Ｔｖ）、絞り値（Ａｖ）、ＩＳＯ値、撮像モー
ド、フォーカス、ダイナミックレンジ、パノラマ、画角補正、色相補正、露出補正、各種
編集情報、画質補正（美肌補正等）等が挙げられる。撮像モードには、露出モードが含ま
れる。ウィジェット画像は、ユーザ操作により表示位置及びサイズが任意に変更可能であ
ってもよい。また、ウィジェット画像には、現在の撮像パラメータを表示する画像（例え
ば後述するウィジェット画像７００、９１０等）を含めてもよい。
【００１７】
　また、情報処理装置１０は、例えばタッチパネル１０６からなる操作部１５を備えてお
り、ユーザが操作部１５を用いて行った各種入力操作に応じた処理を行う。例えば、情報
処理装置１０は、ユーザが行った撮像パラメータ設定操作（例えばウィジェット画像上の
所定の位置をタップする操作）に基づいて、撮像パラメータを調整する。さらに、情報処
理装置１０は、ユーザによるウィジェット画像移動操作（例えばドラッグ操作）に基づい
て、ウィジェット画像を移動させる。さらに、情報処理装置１０は、ユーザによるウィジ
ェット画像拡大縮小操作（例えばピンチアウト、ピンチイン操作）に基づいて、ウィジェ
ット画像の拡大縮小を行う。
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【００１８】
　さらに、情報処理装置１０は、ユーザが行った表示レイヤ切り替え操作（例えば横フリ
ック操作）に基づいて、表示レイヤを切り替える。さらに、情報処理装置１０は、ユーザ
が行った撮像モード設定操作（例えば縦フリック操作）に基づいて、撮像モードを変更す
る。そして、情報処理装置１０は、撮像モードに基づいて、各レイヤに配置するウィジェ
ット画像を決定する。
【００１９】
　さらに、情報処理装置１０は、ユーザが設定画像選択操作（例えばウィジェットアイコ
ンをレイヤ枠画像内にドラッグする操作。詳細は後述）によって選択したウィジェット画
像を各レイヤに配置する。
【００２０】
　このように、ユーザは、各レイヤに配置するウィジェット画像を自由に選択することが
でき、かつ、各ウィジェット画像の配置、サイズを任意に調整することができる。すなわ
ち、ユーザは、各レイヤを自由にカスタマイズすることができる。また、ユーザは、各レ
イヤに表示されたウィジェット画像を用いて撮像パラメータ設定操作を行うだけで撮像パ
ラメータを調整することができる。したがって、本第１の実施形態によれば、ユーザは、
撮像パラメータの設定を容易に行うことができる。
【００２１】
　（１－２．情報処理装置の構成）
　つぎに、図１及び図２に基づいて、本実施形態に係る情報処理装置１０の構成について
説明する。
【００２２】
　図１に示すように、情報処理装置１０は、記憶部１１、通信部１２、撮像部１３、表示
部１４、操作部（入力操作部）１５、及び制御部１６を備える。記憶部１１は、情報処理
装置１０に記憶部１１、通信部１２、撮像部１３、表示部１４、操作部１５、及び制御部
１６を実現させるためのプログラム、及び各種画像情報（例えば各種ウィジェット画像）
を記憶する。
【００２３】
　通信部１２は、他の情報処理装置との間で通信を行う。撮像部１３は、撮像を行う。具
体的には、撮像部１３は、ユーザが撮像操作（例えば図示しないシャッターボタンを押下
する）を行うまでは、撮像素子に取り込まれた画像をスルー画像として制御部１６に出力
する。シャッターボタンはハードキーであってもよいし、表示部１４に表示されたボタン
であってもよい。撮像部１３は、ユーザが撮像操作を行った場合には、Ｔｖ／Ａｖ値及び
ＩＳＯ値の設定値に応じた撮像を行う（具体的には、シャッターを切る等の動作を行う）
。そして、撮像部１３は、撮像素子に取り込まれた画像を撮像画像として制御部１６に出
力する。
【００２４】
　表示部１４は各種画像、例えば上述したウィジェット画像及びスルー画像等を表示する
。操作部１５は、例えばタッチパネルであり、表示部１４の表面に配置される。操作部１
５は、ユーザによる各種入力操作、例えば撮像パラメータ設定操作等が可能である。操作
部１５は、ユーザが行った入力操作に関する操作情報を制御部１６に出力する。制御部１
６は、情報処理装置１０全体を制御する他、入力操作を受け付けて各種処理を行う。また
、制御部１６は、各レイヤにウィジェット画像を配置する処理、各レイヤのうちいずれか
を表示レイヤとして表示する制御等を行う。
【００２５】
　情報処理装置１０は、図２に示すハードウエア構成を有し、これらのハードウエア構成
によって上記の記憶部１１、通信部１２、撮像部１３、表示部１４、操作部１５、及び制
御部１６が実現される。
【００２６】
　すなわち、情報処理装置１０は、ハードウエア構成として、不揮発性メモリ１０１と、
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ＲＡＭ１０２と、通信装置１０３と、撮像装置１０４と、ディスプレイ１０５と、タッチ
パネル１０６と、ＣＰＵ１０７とを備える。
【００２７】
　不揮発性メモリ１０１は、各種プログラム及び画像情報等を記憶する。ここで、当該プ
ログラムには、情報処理装置１０に記憶部１１、通信部１２、撮像部１３、表示部１４、
操作部１５、及び制御部１６を実現させるためのプログラムが含まれる。
【００２８】
　ＲＡＭ１０２は、ＣＰＵ１０７による作業領域となるものである。通信装置１０３は、
他の情報処理装置と通信を行う。撮像装置１０４は、撮像を行うことで、撮像画像を生成
する。ディスプレイ１０５は、各種画像情報を表示する。ディスプレイ１０５は、音声情
報を出力しても良い。タッチパネル１０６は、ユーザによる各種入力操作を受け付ける。
【００２９】
　ＣＰＵ１０７は、不揮発性メモリ１０１に記憶されたプログラムを読みだして実行する
。したがって、ＣＰＵ１０７が不揮発性メモリ１０１に記憶されたプログラムを読みだし
て実行することで、情報処理装置１０に記憶部１１、通信部１２、撮像部１３、表示部１
４、操作部１５、及び制御部１６が実現される。すなわち、ＣＰＵ１０７は、情報処理装
置１０の実質的な動作主体となりうるものである。
【００３０】
　情報処理装置１０は、具体的には、例えばスマートフォン、スマートタブレット等であ
るが、上記の要件を満たすものであれば特に制限されない。例えば情報処理装置１０は上
記の構成を有する撮像装置であってもよい。ただし、スマートフォン、スマートタブレッ
トは、撮像装置よりも表示画面が広いことが多いので好ましい。また、操作部１５の具体
例はタッチパネルであるが、他の操作装置であってもよい。すなわち、上述した各種入力
操作を行うことができるものであれば特に制限されず、例えば十字キー、ダイヤル等のハ
ードキーであってもよい。また、これらのハードキーとタッチパネルとを併用してもよい
。例えば、微細な操作をハードキーで行うようにしてもよい。ただし、タッチパネルが操
作部１５の具体例として好ましい。特に、情報処理装置１０がスマートフォン、スマート
タブレット等となる場合、タッチパネルが操作部１５の具体例として好ましい。スマート
フォン、スマートタブレット等のユーザにとって、ハードキーの操作は煩雑に感じる可能
性があるからである。また、ハードキーを併用した操作では、ユーザは、ハードキーを確
認しながら撮像を行う必要があるので、撮像操作が分断される可能性がある。例えば、ユ
ーザは、ハードキーの確認と表示部１４の表示とを別々に確認する必要が生じうる。
【００３１】
　（１－３．情報処理装置による基本的な処理）
　次に、情報処理装置１０による基本的な処理の手順を図３に示すフローチャートに沿っ
て説明する。
【００３２】
　ステップＳ１０において、情報処理装置１０は、現在の撮像モードに基づいて、複数の
レイヤ（レイヤ群）を作成する。具体的には、制御部１６は、現在の撮像モードに基づい
て、各レイヤに配置するウィジェット画像を決定（選択）する。すなわち、撮像モード毎
にユーザの撮像目的が異なる。例えば、撮像モードがシャッタースピード優先モードとな
る場合、ユーザは、高速シャッターによる撮像を行う可能性が高い。また、撮像モードが
絞り優先モードとなる場合、ユーザは、被写体以外をぼかした撮像を行う可能性が高い。
そこで、制御部１６は、ユーザの撮像目的に応じた（適した）ウィジェット画像を選択す
る。
【００３３】
　ここで、撮像モードは特に制限されない。撮像モードとしては、例えば、各種露出モー
ド、パノラマモード、各種シーンモード、編集モード、プレビューモード、再生モード、
録画（ＲＥＣ）モード等が挙げられる。ここで、露出モードとしては、例えば、オートモ
ード、マニュアルモード、絞り優先モード、シャッタースピード優先モード等が挙げられ
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る。また、シーンモードとしては、スポーツ、夜間、マクロ、風景、ナイトポートレート
、日没等が挙げられる。
【００３４】
　制御部１６は、現在の撮像モードがプログラムモードとなる場合、ウィジェット画像と
して、例えば露出（Ｔｖ／Ａｖ）、ＩＳＯ、シーンモード、ドライブモード（特にセルフ
タイマー）、ピクチャーエフェクトなどを設定するためのウィジェット画像を選択する。
【００３５】
　また、制御部１６は、現在の撮像モードが絞り優先モードとなる場合、ウィジェット画
像として、クリエイティブスタイル、美肌効果、マニュアルフォーカス、フォーカス拡大
、水準器等を設定するためのウィジェット画像を選択する。
【００３６】
　また、制御部１６は、現在の撮像モードがシャッタースピード優先モードとなる場合、
ウィジェット画像として、ドライブモード（特に連写モード）、オートフォーカス（ＡＦ
－Ｃ／ＡＦ－Ｄ）、追尾フォーカス、ブラケット撮像、ＩＳＯ等を設定するためのウィジ
ェット画像を選択する。
【００３７】
　また、制御部１６は、現在の撮像モードがマニュアルモードとなる場合、ウィジェット
画像として、ＩＳＯ、ホワイトバランス、ダイナミックレンジ、画質等を設定するための
ウィジェット画像を選択する。
【００３８】
　また、制御部１６は、現在の撮像モードがオートモードとなる場合、後述する処理によ
り撮像シーンを選択し、その撮像シーンに基づいてウィジェット画像を選択してもよい。
なお、上記はあくまで一例であり、撮像シーン毎に上記以外のウィジェット画像を選択し
てもよい。
【００３９】
　そして、制御部１６は、複数のレイヤを生成する。ここで、レイヤの数は１つでも良い
が、複数であることが好ましい。制御部１６は、各レイヤにレイヤ番号（例えば１以上の
整数）を付与し、各レイヤにウィジェット画像を配置する。以下、レイヤ番号が「ｎ（ｎ
は１以上の整数）」となるレイヤを「第ｎレイヤ」とも称する。
【００４０】
　制御部１６は、撮像モードに基づいて各ウィジェット画像に優先度を設定し、レイヤ番
号の小さいレイヤに優先度の高いウィジェット画像を配置してもよい。例えば、制御部１
６は、現在の撮像モードがプログラムモードとなる場合、上記で挙げたウィジェット画像
のうち、露出、ＩＳＯを設定するためのウィジェット画像を第１レイヤに配置し、他のウ
ィジェット画像を第２レイヤ以降に配置してもよい。また、各レイヤ内におけるウィジェ
ット画像の配置は特に制限されない。制御部１６は、他のパラメータ、例えばユーザによ
るウィジェット画像の使用頻度に基づいて優先度を決定してもよい。例えば、制御部１６
は、撮像モード毎にウィジェット画像の使用頻度を監視する。そして、制御部１６は、い
ずれかの撮像モードが選択された場合、その撮像モードに対応する使用頻度にもとづいて
、各ウィジェット画像の優先度を決定してもよい。例えば、制御部１６は、ユーザによる
使用頻度が高いほど優先度を高くしてもよい。
【００４１】
　ステップＳ２０において、撮像部１３は、撮像を行い、これによって得られた撮像画像
を制御部１６に出力する。制御部１６は、撮像画像をスルー画像として表示部１４に表示
する。さらに、制御部１６は、各レイヤのうち、いずれかのレイヤ（初期状態では第１レ
イヤ）を表示レイヤとし、表示レイヤをスルー画像に重畳させて表示する。また、制御部
１６は、現在の表示レイヤのレイヤ番号を示す表示レイヤインジケータを表示する。
【００４２】
　制御部１６は、ウィジェット画像に対する入力操作が行われた場合、その入力操作に応
じて撮像パラメータを設定する。制御部１６は、表示レイヤ中のウィジェット画像のうち
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、ユーザが操作中のウィジェット画像だけを表示するようにしてもよい。制御部１６は、
ユーザが操作中のウィジェット画像を拡大してもよい。
【００４３】
　また、制御部１６は、ユーザが表示レイヤ切り替え操作を行った場合に、表示レイヤを
切り替える。例えば、制御部１６は、ユーザが右フリック操作（図４中右方向に指をフリ
ックする操作）を行った場合に、現在の表示レイヤよりもレイヤ番号が１大きいレイヤを
表示レイヤとする。また、制御部１６は、ユーザが左フリック操作（図４中左方向に指を
フリックする操作）を行った場合に、現在の表示レイヤよりもレイヤ番号が１小さいレイ
ヤを表示レイヤとする。
【００４４】
　ここで、制御部１６は、現在の撮像モードに応じて表示レイヤ切り替え操作の方法を変
更してもよい。例えば、制御部１６は、撮像モードがスルー画像を表示するモードである
場合には、横フリック操作を表示レイヤ切り替え操作としてもよい。また、制御部１６は
、撮像モードが撮像画像の編集モードとなる場合には、横フリックを表示レイヤ切り替え
操作としてもよい。また、制御部１６は、撮像モードが撮像画像の再生モードとなる場合
、縦フリック操作（図４中上下方向に指をフリックする操作）を表示レイヤ切り替え操作
としてもよい。制御部１６は、横フリック操作が行われた場合に、表示中の撮像画像を切
り替える。
【００４５】
　すなわち、制御部１６は、撮像モード時の入力操作と表示レイヤ切り替え操作とが被ら
ないように表示レイヤ切り替え操作の内容を決定してもよい。また、制御部１６は、撮像
モードに応じてウィジェット画像の表示のオンオフを切り替えてもよい。例えば、制御部
１６は、撮像モードがプレビューモードとなる場合には、ウィジェット画像を消去しても
よい。制御部１６は、撮像モードが録画モードとなる場合には、録画モードに適したウィ
ジェット画像（例えば明るさ調整、逆光補正等を行うウィジェット画像等）だけを表示す
るようにしても良いし、ウィジェット画像を消去してもよい。その後、制御部１６は、本
処理を終了する。
【００４６】
　なお、制御部１６は、現在の撮像モードに応じたウィジェット画像を選択し、それらを
各レイヤに配置することとした。しかし、制御部１６は、撮像モードによらず、予め設定
されたウィジェット画像を各レイヤに配置してもよい。また、制御部１６は、表示レイヤ
切り替え操作に基づいて表示レイヤを変更するが、表示レイヤを自動的に切り替えてもよ
い。
【００４７】
　したがって、情報処理装置１０は、ウィジェット画像を複数のレイヤに展開するので、
ウィジェット画像の表示領域を広くとることができる。言い換えれば、情報処理装置１０
は、各ウィジェット画像同士の間隔を狭めて（すなわち省スペース化して）表示しなくて
もよい。したがって、情報処理装置１０は、ウィジェット画像の一覧性を向上する（すな
わち視覚的にわかりやすくする）ことができる。
【００４８】
　また、ユーザは、ウィジェット画像を操作（例えばタップ操作）することで撮像パラメ
ータをダイレクトに設定できるので、撮像パラメータの設定に必要な操作を簡略化（省ス
テップ化）することができる。
【００４９】
　また、ユーザは、所望のレイヤに所望のウィジェット画像を配置することができる。そ
して、ユーザは、表示レイヤを切り替えることで所望のウィジェット画像を表示させ、こ
のウィジェット画像を用いて撮像パラメータを設定することができる。したがって、ユー
ザは、撮像パラメータを容易に設定することができる。特に、情報処理装置１０がスマー
トフォン、スマートタブレット等となる場合、カメラ機能の使い勝手が向上する。この結
果、いわゆるハイエンドユーザにとってカメラ機能がわかりやすいものになり、撮影体験
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がより身近になるものと期待される。したがって、スマートフォン、スマートタブレット
等のユーザ層の拡大が期待される。
【００５０】
　（１－４．レイヤの表示例）
　（１－４－１．第１の表示例）
　次に、レイヤの表示例について幾つか説明する。なお、以下に説明する内容はあくまで
各レイヤの表示例であり、各レイヤには他のウィジェット画像を配置して良いことはもち
ろんである。図４は、第１レイヤの表示例を示す。制御部１６は、制御部１６は、スルー
画像１０００と、表示レイヤインジケータ２１０ａ～２１０ｅと、ウィジェット画像３０
０～７００とを表示する。すなわち、制御部１６は、第１レイヤにウィジェット画像３０
０～７００を配置する。
【００５１】
　表示レイヤインジケータ２１０ａ～２１０ｅは、表示レイヤのレイヤ番号を示すインジ
ケータであり、それぞれレイヤ番号「１」～「５」に対応する。制御部１６は、表示レイ
ヤに対応する表示レイヤインジケータ２１０ａをハイライト表示する。すなわち、制御部
１６は、表示レイヤインジケータ２１０ａを他の表示レイヤインジケータ２１０ｂ～２１
０ｅとは異なる態様（例えば異なる色、輝度等）で表示する。制御部１６は、表示レイヤ
切り替え操作が行われた場合、表示レイヤを切り替えるとともに、現在の表示レイヤに対
応するインジケータをハイライト表示する。
【００５２】
　ウィジェット画像５００は、撮像モードを設定（選択）するためのダイヤル画像である
。すなわち、ウィジェット画像５００には、撮像モードを示す撮像モード記号５１０が周
方向に沿って複数描かれており、これらの撮像モード記号５１０のうち、左端の撮像モー
ド記号５２０がハイライト表示されている。撮像モード記号５２０は、現在設定中の撮像
モードを示す。すなわち、制御部１６は、ユーザによる入力操作に応じてダイヤル画像５
００を回転させ、ダイヤル画像５００の左端に表示された撮像モード記号５２０をハイラ
イト表示する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードを撮像モード記号５２０が示す
撮像モードに設定する。ダイヤル画像５００を回転させるための入力操作としては、例え
ば、指をダイヤル画像５００にタップし、その状態で指を円周方向に動かすこと等があげ
られる。図４の例では、マニュアルモード（Ｍ）が選択されている。第１レイヤ～第５レ
イヤには、マニュアルモードに対応するウィジェット画像が配置されている。
【００５３】
　ウィジェット画像６００は、フォーカスモードを設定（選択）するための画像である。
ウィジェット画像６００には、複数のフォーカスモード記号６１０が描かれており、これ
らのフォーカスモード記号６１０のうち、いずれかのフォーカスモード記号６２０がハイ
ライト表示されている。フォーカスモード記号６２０は、現在選択中のフォーカスモード
を示す。制御部１６は、例えばユーザがいずれかのフォーカスモード記号６１０をタップ
した場合には、タップされたフォーカスモード記号６１０をハイライト表示し、かつ、そ
のフォーカスモード記号６１０に対応するフォーカスモードに移行する。ウィジェット画
像７００は、現在設定中の撮像パラメータ（Ｔｖ／Ａｖ、ＩＳＯ値等）を表示する。
【００５４】
　ウィジェット画像３００は、横軸３１０がＴｖ、縦軸３２０がＡｖを示すウィジェット
画像である。制御部１６は、ユーザがウィジェット画像３００上のいずれかの点をタップ
した場合、その点に点Ｐ１を表示する。さらに、制御部１６は、Ｔｖ／Ａｖ値を点Ｐ１が
示すＴｖ／Ａｖ値に設定し、点Ｐ１が示すＴｖ／Ａｖ値を横軸３１０及び縦軸３２０上で
ハイライト表示する。図４の例では、Ｔｖ値が１／２５０、Ａｖ値が２．８に設定されて
いる。ここで、現在の撮像モードはマニュアルモードとなっているので、制御部１６は、
Ｔｖ／Ａｖ値に制限を設けない。したがって、ユーザは、ウィジェット画像３００上の任
意の点をタップすることで、Ｔｖ／Ａｖ値を選択（設定）することができる。
【００５５】
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　さらに、制御部１６は、点Ｐ１を通る基準線３３０をウィジェット画像３００上に表示
する。基準線３３０上の各点が示すＴｖ／Ａｖ値は、点Ｐ１と同じ露光量を示す。基準線
３３０は、ウィジェット画像３００の右上端部から外部に延長される。
【００５６】
　制御部１６は、点Ｐ１の表示中にユーザが点Ｐ１以外の点をタップした場合、点Ｐ１を
その点に移動する。そして、制御部１６は、Ｔｖ／Ａｖ値を移動後の点Ｐ１が示すＴｖ／
Ａｖ値に設定する。さらに、制御部１６は、基準線３３０をあらたな点Ｐ１に追従させる
。
【００５７】
　なお、ユーザがＴｖ／Ａｖ値を選択（設定）する方法は、ウィジェット画像上の点をタ
ップする方法に限られず、ウィジェット画像３００上の点を選択できるものであれば特に
制限されない。例えば、ユーザは、ドラッグアンドドロップ操作によりウィジェット画像
３００上の点を選択してもよい。例えば、制御部１６は、ユーザが点Ｐ１をドラッグした
場合、点Ｐ１をユーザの指に追従させ、ユーザが点Ｐ１をドロップした場合、その位置に
点Ｐ１を表示する。制御部１６は、タップとドラッグアンドドロップとを併用した操作を
受け付けてもよい。そして、制御部１６は、Ｔｖ／Ａｖ値を移動後の点Ｐ１が示すＴｖ／
Ａｖ値に設定する。
【００５８】
　ウィジェット画像４００は、ＩＳＯ値を選択するためのバー画像である。ウィジェット
画像４００の長さ方向上の各点は、ＩＳＯ値を示し、上端点４１０はＩＳＯ値の最大値を
示し、下端点４２０はＩＳＯ値の最小値を示す。図４の例では、最大値は１６０００，最
小値は１００となっているが、最大値及び最小値はこれらの例に限られない。制御部１６
は、ウィジェット画像４００の上端点４１０の近傍に最大値表示画像４１０ａを表示し、
下端点４２０の近傍に最小値表示画像４２０ａを表示する。
【００５９】
　制御部１６は、ウィジェット画像４００をウィジェット画像３００に関連付けて表示す
る。具体的には、制御部１６は、基準線３３０と交差する位置にウィジェット画像４００
を表示する。より具体的には、制御部１６は、ウィジェット画像４００と基準線３３０と
が交差する点Ｐ２が示すＩＳＯ値をＩＳＯ値の設定値とする。言い換えれば、制御部１６
は、ウィジェット画像４００のうち、ＩＳＯ値の設定値に対応する点Ｐ２と基準線３３０
とを交差させる。また、制御部１６は、ＩＳＯ値の設定値を示す設定値表示画像４３０を
点Ｐ２の近傍に表示する。
【００６０】
　さらに、制御部１６は、ユーザによる入力操作に応じてウィジェット画像４００を矢印
４００ａ、または矢印４００ｂ方向に移動する。入力操作としては、例えば、ウィジェッ
ト画像４００を指でタップし、指を矢印４００ａ、または矢印４００ｂ方向にドラッグす
る方法があげられる。これによって、点Ｐ２が示す設定値も変動するので、制御部１６は
、ＩＳＯ値を点Ｐ２が示す設定値に設定（変更）する。
【００６１】
　また、制御部１６は、基準線３３０が移動した場合には、ウィジェット画像４００を基
準線３３０に追従させる。ここで、制御部１６は、ＩＳＯ値を現在の値に維持しても良い
し、変更後のＴｖ／Ａｖ値に応じた最適値（または予め設定された初期値）に変更しても
よい。なお、本実施形態における「最適値」は、制御部１６が最適と判断した値を意味す
る。前者の場合、制御部１６は、ＩＳＯ値が維持されるように、ウィジェット画像４００
の位置を調整する。すなわち、基準線３３０の移動前と移動後とで点Ｐ２のウィジェット
画像４００内での位置は不変である。後者の場合、制御部１６は、Ｔｖ／Ａｖ値に応じた
ＩＳＯ値の最適値を算出し、ＩＳＯ値を当該最適値に設定する（または予め設定された初
期値に設定する）。さらに、制御部１６は、点Ｐ２が最適値（または初期値）を示すよう
に、ウィジェット画像４００の位置を調整する。
【００６２】



(13) JP 6149696 B2 2017.6.21

10

20

30

40

50

　なお、制御部１６は、初期状態、すなわち図４に示す画像の表示を開始した状態では、
Ｔｖ／Ａｖ値及びＩＳＯ値の最適値を算出し、最適値に基づいて点Ｐ１の位置、基準線３
３０の位置、及びウィジェット画像４００の位置を調整する。
【００６３】
　また、ＩＳＯ値を設定するための設定画像（第２の設定画像）はバー画像に限られない
。例えば、第２の設定画像はダイヤル形状の画像であってもよい。このダイヤル画像は、
例えばダイヤル画像５００と同様に円周方向にＩＳＯ値が描かれている。そして、制御部
１６は、ダイヤル画像上のいずれかのＩＳＯ値と基準線３３０とを交差させる。制御部１
６は、基準線３３０と交差したＩＳＯ値を設定値とする。
【００６４】
　また、制御部１６は、スルー画像１０００を現在の撮像パラメータ（例えばＴｖ／Ａｖ
値及びＩＳＯ値）に応じて変動させてもよい。例えば、制御部１６は、現在のＴｖ／Ａｖ
値及びＩＳＯ値に応じてスルー画像１０００をぼかす、流す等の処理を行ってもよい。こ
の場合、ユーザは、現在の撮像パラメータに応じてスルー画像１０００がどのように変動
するのかを容易に把握することができる。
【００６５】
　また、制御部１６は、Ｔｖ／Ａｖ値及びＩＳＯ値の設定値を撮像操作毎にリセットして
もよく、維持してもよい。
【００６６】
　また、制御部１６は、撮像モードがオートモード（Ｔｖ／Ａｖ値及びＩＳＯ値を自動で
設定するモード）に設定されている場合、以下の処理を行ってもよい。すなわち、制御部
１６は、ユーザが撮像操作の予備操作（例えば撮像ボタンを半押しする操作）を行う毎に
、Ｔｖ／Ａｖ値及びＩＳＯ値の最適値を算出し、これに応じて点Ｐ１、基準線３３０、及
びウィジェット画像４００の位置を動的に変更してもよい。これにより、ユーザは、例え
ば撮像シーン毎にＴｖ／Ａｖ値及びＩＳＯ値がどのように変動するのかを容易に把握する
ことができる。これにより、例えば初心者ユーザ及びハイアマチュアユーザは、撮像装置
の仕組みをグラフィカルに理解することができる。この結果、初心者ユーザ及びハイアマ
チュアユーザは、Ｔｖ／Ａｖ値及びＩＳＯ値に興味を持ち、ひいては、これらの撮像パラ
メータを自分で変更してみようとする意欲が沸くことが期待される。
【００６７】
　第１の表示例によれば、表示部１４には、ウィジェット画像３００及びウィジェット画
像４００が関連付けて表示されるので、ユーザは、これらの撮像パラメータの関連性を直
感的に把握することができる。したがって、ユーザは、これらの撮像パラメータを直感的
に設定することができる。なお、ユーザは、Ｔｖ／Ａｖ値を先に設定しても、ＩＳＯ値を
先に設定してもよい。
【００６８】
　さらに、ユーザは、ウィジェット画像３００上をタップする（またはドラッグアンドド
ロップする）ステップと、ウィジェット画像４００を移動させるステップとの２ステップ
だけでＴｖ／Ａｖ値及びＩＳＯ値を設定することができる。したがって、ユーザは、これ
らの撮像パラメータを容易に設定することができる。さらに、制御部１６は、ユーザ操作
に応じてウィジェット画像３００及びウィジェット画像４００を変動させる（例えば点Ｐ
１及び基準線３３０を移動させる、ウィジェット画像４００を移動させる等）。したがっ
て、ユーザは、これらの撮像パラメータをグラフィカルかつダイナミックに（フレキシブ
ルに）設定することができる。
【００６９】
　また、ベテランユーザは、各撮像パラメータを目で見て納得して撮像に移行することが
できる。初心者ユーザは、入力操作によって各撮像パラメータがどのように変動するのか
を容易に把握することができる。この結果、初心者ユーザは、各撮像パラメータの設定に
興味が湧くことが期待される。
【００７０】
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　さらに、情報処理装置１０は、既存の撮像装置のユーザに対してより効率よい入力操作
が可能なインタフェースを提供することができる。一方、情報処理装置１０は、スマート
フォンやスマートタブレット等のユーザのように、撮像装置に対して難しさを感じていた
ユーザに対する敷居を低減することができる。また、情報処理装置１０による表示形態を
撮像装置にも適用することで、撮像装置の商品形態が多様化し、より多くのユーザのニー
ズに応えることができるようになる。
【００７１】
　なお、本発明者は、各撮像パラメータをハードキーのみ（例えばダイヤル、ボタン、十
字キー等の任意の組み合わせ）で設定する技術についても検討した。しかし、この技術で
は、１つの撮像パラメータを設定するのに複数ステップの処理を要することが多い。また
、ユーザにとっては、撮像パラメータ同士の関連性もわかりにくい。また、ハードキーの
数、設置位置によって使い勝手が左右される。ハードキーが少ない場合、これらのハード
キーを組み合わせて操作するケースが増大し、操作がより煩雑になりうる。また、特許文
献１に開示された技術では、１つのサブメニューだけでは撮像パラメータが設定できない
場合が多い。この場合、ユーザは、多数のサブメニュー（深い階層のサブメニュー）を辿
ることで撮像パラメータを設定することになる。したがって、操作が煩雑になりうる。
【００７２】
　（１－４－２．第２の表示例）
　次に、図５に基づいて、第２の表示例について説明する。第２の表示例では、制御部１
６は、第３レイヤにウィジェット画像９００、９１０を配置し、かつ、第３レイヤを表示
レイヤとしている。また、制御部１６は、表示レイヤインジケータ２１０ｃをハイライト
表示する。
 
【００７３】
　ウィジェット画像９００はダイナミックレンジを設定（調整）するための画像であり、
ゲージ画像９００ａと、矢印画像９００ｂとを含む。ゲージ画像９００ａは、長さ方向に
目盛が付された帯状の画像である。各目盛はダイナミックレンジの値を示す。矢印画像９
００ｂは、ゲージ画像９００ａ中のいずれかの目盛を示す。制御部１６は、ユーザの入力
操作に応じて矢印画像９００ｂを左右方向に移動させる。ここで、入力操作としては、矢
印画像９００ｂをドラッグアンドドロップする操作、ゲージ画像９００ａ上の所望の点を
タップする操作等があげられる。そして、制御部１６は、ダイナミックレンジの設定値を
矢印画像９００ｂが示すダイナミックレンジに変更する。ウィジェット画像９１０は、横
軸を画素の輝度、縦軸を頻度（画素の個数）としたヒストグラムである。
【００７４】
　（１－４－３．第３の表示例）
　次に、図６に基づいて、第３の表示例について説明する。第３の表示例では、制御部１
６は、第４レイヤにウィジェット画像９２０、９３０を配置し、かつ、第４レイヤを表示
レイヤとしている。また、制御部１６は、表示レイヤインジケータ２１０ｄをハイライト
表示する。
【００７５】
　ウィジェット画像９２０は撮像画像の色相を設定（調整）するための画像であり、ゲー
ジ画像９２０ａを含む。ゲージ画像９２０ａは、長さ方向に目盛が付された帯状の画像で
ある。各目盛は色相の値を示す。また、ゲージ画像９２０ａには、色相がグラデーション
表示されている。
【００７６】
　制御部１６は、ユーザの入力操作に応じて色相を設定する。ここで、入力操作としては
、ゲージ画像９２０ａ上の所望の点をタップする操作等があげられる。なお、制御部１６
は、ゲージ画像９２０ａ中のいずれかの目盛を示す矢印画像をゲージ画像９２０ａの近傍
に表示し、この矢印画像を入力操作に応じて移動させるようにしてもよい。そして、制御
部１６は、矢印画像が示す色相を現在の色相として設定してもよい。
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【００７７】
　ウィジェット画像９３０は撮像画像の露出補正量（明るさの補正量）を設定（調整）す
るための画像であり、ゲージ画像９３０ａを含む。ゲージ画像９３０ａは、長さ方向に目
盛が付された帯状の画像である。各目盛は露出補正量の値を示す。また、ゲージ画像９３
０ａには、露出補正量がグラデーション表示されている。すなわち、露出補正量が大きい
目盛ほど大きな輝度で表示される。
【００７８】
　制御部１６は、ユーザの入力操作に応じて露出補正量を設定する。ここで、入力操作と
しては、ゲージ画像９３０ａ上の所望の点をタップする操作等があげられる。なお、制御
部１６は、ゲージ画像９３０ａ中のいずれかの目盛を示す矢印画像をゲージ画像９３０ａ
の近傍に表示し、この矢印画像を入力操作に応じて移動させるようにしてもよい。そして
、制御部１６は、矢印画像が示す露出補正量を現在の露出補正量として設定してもよい。
【００７９】
　（１－４－４．第４の表示例）
　次に、図７に基づいて、第４の表示例について説明する。第４の表示例では、制御部１
６は、第５レイヤにウィジェット画像９４０、９５０を配置し、かつ、第５レイヤを表示
レイヤとしている。また、制御部１６は、表示レイヤインジケータ２１０ｅをハイライト
表示する。
【００８０】
　ウィジェット画像９４０は撮像画像の画像スタイル（表現スタイル）を設定（選択）す
るための画像である。画像スタイルは、彩度、明度、及びコントラストの組み合わせ等を
示すものである。ウィジェット画像９４０には、複数の画像スタイルアイコン９４０ａ～
９４０ｆが含まれる。画像スタイルアイコン９４０ａ～９４０ｆには、スルー画像に画像
スタイルを適用したサンプル画像が描かれている。制御部１６は、ユーザの入力操作に応
じて画像スタイルを設定する。ここで、入力操作としては、いずれかの画像スタイルアイ
コン９４０ａ～９４０ｆをタップする操作等があげられる。
【００８１】
　ウィジェット画像９５０は、撮像画像の一部のカラーを設定（選択）するための画像で
ある。ウィジェット画像９５０には、複数のカラー設定アイコン９５０ａ～９５０ｄが含
まれる。カラー設定アイコン９５０ａ～９５０ｄには、スルー画像の一部を着色したサン
プル画像が描かれている。制御部１６は、ユーザの入力操作に応じてカラーを設定する。
ここで、入力操作としては、いずれかのカラー設定アイコン９５０ａ～９５０ｄをタップ
する操作等があげられる。
【００８２】
　（１－５．撮像モード切り替え処理）
　次に、撮像モード切り替え処理について図８に基づいて説明する。すなわち、制御部１
６は、ユーザが撮像モード設定操作（例えば縦フリック操作）を行った場合、図８に示す
ように、撮像モード設定画像８００－１を表示する。
【００８３】
　撮像モード設定画像８００－１は、撮像モードを設定（選択）するための半円状のダイ
ヤル画像であり、ウィジェット画像５００と同様の機能を有する。すなわち、撮像モード
設定画像８００－１には、撮像モードを示す撮像モード記号８１０が周方向に沿って複数
描かれており、これらの撮像モード記号８１０のうち、右端の撮像モード記号８２０がハ
イライト表示されている。撮像モード記号８２０は、現在設定中の撮像モードを示す。
【００８４】
　そして、制御部１６は、撮像モード設定操作に応じて撮像モード設定画像８００－１を
回転させる。例えば、制御部１６は、撮像モード設定操作が上フリック操作となる場合、
撮像モード設定画像８００－１を左回転させる。一方、制御部１６は、撮像モード設定操
作が下フリック操作となる場合、撮像モード設定画像８００－１を右回転させる。
【００８５】
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　そして、制御部１６は、撮像モード設定画像８００－１の右端に表示された撮像モード
記号８２０をハイライト表示する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードを撮像モー
ド記号８２０が示す撮像モードに設定する。図８の例では、シャッタースピード優先モー
ド（Ｓ）が選択されている。その後、制御部１６は、撮像モード設定画像８００－１を消
去する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードであるシャッタースピード優先モード
（Ｓ）に応じたウィジェット画像を選択し、各レイヤに配置する。具体的な配置方法は上
述した通りである。
【００８６】
　なお、図８の例ではダイヤル画像５００を省略したが、制御部１６は、ダイヤル画像５
００を撮像モード設定画像８００－１と共に表示してもよい。この場合、制御部１６は、
ダイヤル画像５００を撮像モード設定画像８００－１と同期させて回転させてもよい。ダ
イヤル画像５００の撮像モード記号５２０と撮像モード設定画像８００－１の撮像モード
記号８２０とは同じ撮像モードを示す。
【００８７】
　制御部１６は、現在の撮像モードがシャッタースピード優先モードとなっており、かつ
、ユーザが下フリック操作を行った場合、図９に示すように、撮像モード設定画像８００
－１を右回転させる。そして、制御部１６は、絞り優先モード（Ａ）を示す撮像モード記
号８２０をハイライト表示する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードを絞り優先モ
ードに設定する。その後、制御部１６は、撮像モード設定画像８００－１を消去する。そ
して、制御部１６は、現在の撮像モードである絞り優先モードに応じたウィジェット画像
を選択し、各レイヤに配置する。
【００８８】
　制御部１６は、現在の撮像モードが絞り優先モードとなっており、かつ、ユーザが下フ
リック操作を行った場合、図１０に示すように、撮像モード設定画像８００－１を右回転
させる。そして、制御部１６は、プログラムモード（Ｐ）を示す撮像モード記号８２０を
ハイライト表示する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードをプログラムモードに設
定する。その後、制御部１６は、撮像モード設定画像８００－１を消去する。そして、制
御部１６は、現在の撮像モードであるプログラムモードに応じたウィジェット画像を選択
し、各レイヤに配置する。
【００８９】
　ここで、撮像モード設定画像は上記の例に限られない。以下、他の撮像モード設定画像
の例について説明する。図１１は、撮像モード設定画像の他の例として、撮像モード設定
画像８００－２を示す。撮像モード設定画像８００－２は、ウィジェット画像５００と同
様に円形のダイヤル画像となっている。撮像モード設定画像８００－２には、撮像モード
を示す撮像モード記号８１０が周方向に沿って複数描かれており、これらの撮像モード記
号８１０のうち、右端の撮像モード記号８２０がハイライト表示されている。撮像モード
記号８２０は、現在設定中の撮像モードを示す。
【００９０】
　制御部１６は、撮像モード設定操作に応じて撮像モード設定画像８００－２を回転させ
る。例えば、制御部１６は、撮像モード設定操作が上フリック操作となる場合、撮像モー
ド設定画像８００－２を左回転させる。一方、制御部１６は、撮像モード設定操作が下フ
リック操作となる場合、撮像モード設定画像８００－２を右回転させる。そして、制御部
１６は、撮像モード設定画像８００－２の右端に表示された撮像モード記号８２０をハイ
ライト表示する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードを撮像モード記号８２０が示
す撮像モードに設定する。
【００９１】
　図１２は、撮像モード設定画像の他の例として、撮像モード設定画像８００－３を示す
。撮像モード設定画像８００－３は、縦ベルト形状の画像となっている。撮像モード設定
画像８００－３には、撮像モードを示す撮像モード記号８１０が縦方向に複数描かれてお
り、これらの撮像モード記号８１０のうち、中央の撮像モード記号８２０がハイライト表
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示されている。撮像モード記号８２０は、現在設定中の撮像モードを示す。
【００９２】
　制御部１６は、撮像モード設定操作に応じて撮像モード設定画像８００－３を縦方向に
移動させる。例えば、制御部１６は、撮像モード設定操作が上フリック操作となる場合、
撮像モード設定画像８００－３を上方向に移動させる。一方、制御部１６は、撮像モード
設定操作が下フリック操作となる場合、撮像モード設定画像８００－３を下方向に移動さ
せる。そして、制御部１６は、撮像モード設定画像８００－３の中央に表示された撮像モ
ード記号８２０をハイライト表示する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードを撮像
モード記号８２０が示す撮像モードに設定する。
【００９３】
　図１３は、撮像モード設定画像の他の例として、撮像モード設定画像８００－４を示す
。撮像モード設定画像８００－４は、縦ダイヤル形状（スロット型）の画像となっている
。撮像モード設定画像８００－４には、撮像モードを示す撮像モード記号８１０が縦方向
に複数描かれており、これらの撮像モード記号８１０のうち、中央の撮像モード記号８２
０がハイライト表示されている。撮像モード記号８２０は、現在設定中の撮像モードを示
す。
【００９４】
　制御部１６は、撮像モード設定操作に応じて撮像モード設定画像８００－４を縦方向に
回転させる。例えば、制御部１６は、撮像モード設定操作が上フリック操作となる場合、
撮像モード設定画像８００－４を上方向に回転させる。一方、制御部１６は、撮像モード
設定操作が下フリック操作となる場合、撮像モード設定画像８００－４を下方向に回転さ
せる。そして、制御部１６は、撮像モード設定画像８００－４の中央に表示された撮像モ
ード記号８２０をハイライト表示する。そして、制御部１６は、現在の撮像モードを撮像
モード記号８２０が示す撮像モードに設定する。
 
【００９５】
　なお、制御部１６は、撮像モード設定画像８００－１～８００－４上の撮像モード記号
８１０の並び順を任意に、もしくはユーザによる入力操作に応じて変更してもよい。ウィ
ジェット画像５００についても同様である。
【００９６】
　（１－６．ユーザ選択に基づくウィジェット画像決定処理）
　上述したように、制御部１６は、撮像モードに基づいて各レイヤに配置するウィジェッ
ト画像を決定する。さらに、制御部１６は、ユーザによる入力操作（設定画像選択操作）
に基づいて各レイヤに配置するウィジェット画像を決定してもよい。
【００９７】
　具体的には、制御部１６は、ウィジェット画像選択モードに移行するための入力操作（
例えば操作部１５のいずれかの位置を長押しする操作）が行われた場合に、ウィジェット
画像選択モードに移行する。
【００９８】
　制御部１６は、ウィジェット画像選択モードに移行した場合、図１４に示すように、レ
イヤ枠画像１０１０ａ、１０１０ｂ、１０１０ｃと、ウィジェットアイコン一覧画像２０
００とを表示する。
【００９９】
　レイヤ枠画像１０１０ａは、ウィジェット画像の配置対象となる配置対象レイヤ（初期
状態では表示レイヤ）を示す。レイヤ枠画像１０１０ｂは、表示レイヤよりもレイヤ番号
が１小さいレイヤを示し、レイヤ枠画像１０１０ｃは、表示レイヤよりもレイヤ番号が１
大きいレイヤを示す。制御部１６は、ユーザが配置対象レイヤ切り替え操作（例えば横フ
リック操作）を行った場合に、配置対象レイヤを切り替えてもよい。例えば、制御部１６
は、右フリック操作が行われた場合に、配置対象レイヤを現在の配置対象レイヤよりもレ
イヤ番号が１小さいレイヤとしてもよい。また、制御部１６は、左フリック操作が行われ
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た場合に、配置対象レイヤを現在の配置対象レイヤよりもレイヤ番号が１大きいレイヤと
してもよい。また、制御部１６は、ウィジェット画像選択モード時には、表示レイヤイン
ジケータ２１０ａ～２１０ｅのうち、配置対象レイヤに対応するインジケータをハイライ
ト表示してもよい。
【０１００】
　ウィジェットアイコン一覧画像２０００は、ベルト画像２０００ａと、回転（スクロー
ル）指示ボタン２０００ｂ、２０００ｃと、複数のウィジェットアイコン２０１０～２０
６０と、ウィジェット名称画像２０１０ａ～２０６０ａとを含む。ベルト画像２０００ａ
は、左右方向に伸びる帯状の画像であり、左右方向に回転（スクロール）が可能となって
いる。回転指示ボタン２０００ｂ、２０００ｃは、ベルト画像２０００ａを左右方向に回
転させるためのボタンである。すなわち、制御部１６は、回転指示ボタン２０００ｂがユ
ーザによりタップされた場合、ベルト画像２０００ａを左方向に回転（スクロール）させ
る。一方、制御部１６は、回転指示ボタン２０００ｃがユーザによりタップされた場合、
ベルト画像２０００ａを右方向に回転させる。制御部１６は、横フリック操作によりベル
ト画像２０００ａを回転させてもよい。
【０１０１】
　ウィジェットアイコン２０１０～２０６０は、ウィジェット画像をアイコンで示すもの
であり、ベルト画像２０００ａの長さ方向に沿って配置される。ウィジェット名称画像２
０１０ａ～２０６０ａは、ウィジェットアイコン２０１０～２０６０の下方に配置され、
ウィジェット画像の名称を示す。
 
【０１０２】
　ユーザは、いずれかのウィジェットアイコンをレイヤ枠画像１０１０ａ内にドラッグす
る。これにより、ユーザは、ウィジェットアイコンに対応するウィジェット画像を選択す
る。制御部１６は、ユーザにより選択されたウィジェット画像を配置対象レイヤ内に配置
する。例えば、ユーザがウィジェットアイコン２０４０をレイヤ枠画像１０１０ａ内にド
ラッグした場合、制御部１６は、図１５に示すように、ウィジェット画像９６０を配置対
象レイヤ（ここでは第３レイヤ）に配置する。
 
【０１０３】
　ここで、ウィジェット画像９６０は、ドライブモードを設定（選択）するための画像で
あり、ドライブモードを示す複数のドライブモードアイコン９６０ａを含む。そして、い
ずれかのドライブモードアイコン９６０ａがハイライト表示されている。ハイライト表示
されたドライブモードアイコン９６０ａ、すなわちドライブモードアイコン９６０ｂは、
現在設定中のドライブモードを示す。
【０１０４】
　すなわち、制御部１６は、ユーザがいずれかのドライブモードアイコン９６０ａをタッ
プした場合、そのドライブモードアイコン９６０ａをハイライト表示する。そして、制御
部１６は、ハイライト表示されたドライブモードアイコン９６０ａ、すなわちドライブモ
ードアイコン９６０ｂが示すドライブモードを現在のドライブモードとして設定する。
【０１０５】
　なお、制御部１６は、ユーザ操作にもとづいて、ウィジェット画像選択モードを解除す
る。例えば、制御部１６は、ユーザがレイヤ枠画像１０１０ａを長押しした場合に、ウィ
ジェット画像選択モードを解除する。
【０１０６】
　したがって、ユーザは、所望のレイヤに所望のウィジェット画像を配置することができ
る。例えば、ユーザは、撮像の目的に応じてウィジェット画像同士の組み合わせ等を自由
にカスタマイズすることができる。
【０１０７】
　また、制御部１６は、ユーザがいずれかのウィジェット画像を選択した場合、そのウィ
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ジェット画像に関連する関連ウィジェット画像を提示（リコメンド）してもよい。例えば
、制御部１６は、関連ウィジェット画像をユーザが選択したウィジェット画像と同じレイ
ヤまたは他のレイヤに配置してもよい。また、制御部１６は、ベルト画像２０００ａ上の
ウィジェットアイコンのうち、関連ウィジェット画像に対応するウィジェットアイコンを
ハイライト表示してもよい。また、制御部１６は、音声にて関連ウィジェット画像を提示
してもよい。
【０１０８】
　ここで、関連ウィジェット画像は、予め設定されていても良いし、ユーザによる使用履
歴に基づいて設定されてもよい。後者の場合、例えば、制御部１６は、複数のウィジェッ
ト画像が同じレイヤで使用された回数が所定値以上となる場合、これらのウィジェット画
像が関連すると判定してもよい。
【０１０９】
　また、制御部１６は、ユーザが選択したウィジェット画像にもとづいて、撮像モードを
設定してもよい。例えば、制御部１６は、パノラマモードに適したウィジェット画像（例
えば画角補正等を設定するためのウィジェット画像）が選択された場合、撮像モードをパ
ノラマモードに設定してもよい。
【０１１０】
　（１－７．シーン選択に基づくウィジェット画像決定処理）
　制御部１６は、撮像モードに基づいて各レイヤに配置するウィジェット画像を決定する
。ここで、撮像モードには、撮像シーンも含まれる。したがって、制御部１６は、撮像シ
ーンに基づいてウィジェット画像を決定してもよい。その例を図１６及び図１７に基づい
て説明する。
【０１１１】
　制御部１６は、撮像モードが撮像シーン選択モード（ＳＣＮ）に設定された場合、図１
６に示すように、表示レイヤ（この例では第２レイヤ）に撮像シーン選択画像１０２０を
配置する。もちろん、制御部１６は、他のウィジェット画像を各レイヤに配置してもよい
。
【０１１２】
　撮像シーン選択画像１０２０は、撮像シーンを示す撮像シーンアイコン１０２０ａ～１
０２０ｆを含む。制御部１６は、ユーザの入力操作に応じて撮像シーンを設定する。ここ
で、入力操作としては、いずれかの撮像シーンアイコン１０２０ａ～１０２０ｆをタップ
する操作等があげられる。
【０１１３】
　制御部１６は、撮像シーンを設定した場合には、撮像シーンにもとづいて、各レイヤに
配置するウィジェット画像を決定する。例えば、制御部１６は、撮像シーンが「ナイトポ
ートレート」（撮像シーンアイコン１０２０ｅに対応）に設定された場合、図１７に示す
ように、ウィジェット画像９００、１０３０をいずれかのレイヤ（この例では第２レイヤ
）に配置する。
【０１１４】
　ここで、ウィジェット画像１０３０は、美肌効果を設定（調整）するための画像であり
、ゲージ画像１０３０ａと、ポインタ１０３０ｂと、美肌効果設定ボタン１０３０ｃ～１
０３０ｅとを含む。ゲージ画像１０３０ａは、長さ方向に目盛が付された帯状の画像であ
る。各目盛は美肌効果の作用量（撮像画像にどの程度美肌効果を施すかを示す量）を示す
。ポインタ１０３０ｂは、現在の美肌効果の作用量を示す。
【０１１５】
　制御部１６は、ユーザの入力操作に応じてポインタ１０３０ｂを左右方向に移動させる
。ここで、入力操作としては、ポインタ１０３０ｂをドラッグアンドドロップする操作、
ゲージ画像１０３０ａ上の所望の点をタップする操作等があげられる。そして、制御部１
６は、美肌効果の作用量をポインタ１０３０ｂが示す値に変更する。
【０１１６】
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　美肌効果設定ボタン１０３０ｃ～１０３０ｅは、調整対象となる美肌効果の種類を設定
するためのボタンである。制御部１６は、美肌効果設定ボタン１０３０ｃ～１０３０ｅの
うち、ユーザがタップしたボタンに対応する美肌効果を調整する。
【０１１７】
　（１－８．表示部の使用状態に基づく表示制御）
　制御部１６は、表示部１４（ディスプレイ１０５）の使用状態が変更された場合に、ウ
ィジェット画像同士の位置関係を維持する。また、制御部１６は、ウィジェット画像が表
示部１４内に収まるように、ウィジェット画像の倍率を調整する。ここで、位置関係とは
、各ウィジェット画像の他のウィジェット画像に対する表示位置を意味する。
【０１１８】
　表示例を図１８、図１９に基づいて説明する。制御部１６は、第１レイヤにウィジェッ
ト画像３００～７００が配置され、かつ、表示部１４が横置きで使用される場合、例えば
図１８に示す画像を表示する。制御部１６は、表示部１４の使用状態が縦置きに変更され
た場合、図１９に示すように、ウィジェット画像３００～７００同士の位置関係を維持し
、ウィジェット画像３００～７００を縮小する。例えば、図１８では、ウィジェット画像
３００はウィジェット画像７００の上側に表示されているので、制御部１６は、表示部１
４の使用状態が縦置きに変更された場合でも、ウィジェット画像３００をウィジェット画
像７００の上側に表示する。
【０１１９】
　もちろん、制御部１６は、使用状態に応じてウィジェット画像同士の位置関係を調整し
てもよい。例えば、制御部１６は、表示部１４の使用状態が縦置きに変更された場合に、
ウィジェット画像３００～７００を上下方向に並べてもよい。
【０１２０】
　（１－９．他の処理）
　次に、図２０に基づいて他の処理について説明する。制御部１６は、アンドゥボタン１
１１０、リセットボタン１１２０、及びロックボタン１１３０を表示レイヤとともに表示
してもよい。制御部１６は、ユーザがアンドゥボタン１１１０をタップした場合、各画像
の状態をユーザによる１手前の操作が行われた状態に戻す。制御部１６は、リセットボタ
ン１１２０がタップされた場合には、表示状態を初期状態に戻す。制御部１６は、レイヤ
毎に表示状態を初期状態に戻しても良いし、全レイヤの表示状態を初期状態に戻してもよ
い。制御部１６は、表示状態を予め設定された状態に戻しても良い（いわゆるカスタムリ
セット）。この機能は、例えば情報処理装置１０のデモンストレーション時に有用である
。例えば、デモンストレータが一のユーザに情報処理装置１０の操作を説明した場合、他
のユーザに説明を開始する前に、カスタムリセットを行う。これにより、デモンストレー
タは、情報処理装置１０の表示状態を一のユーザへの説明前の状態に簡単に戻すことがで
きる。
【０１２１】
　制御部１６は、ロックボタン１１３０がタップされた場合には、ユーザによる入力操作
を排除する（受け付けない）。制御部１６は、ロックボタン１１３０が再度タップされた
場合には、ユーザによる当該入力操作を受け付ける。なお、アンドゥボタン１１１０、リ
セットボタン１１２０、及びロックボタン１１３０のうちいずれかの表示が省略されてい
ても良い。これらのボタンの一部はハードキーであってもよい。
【０１２２】
　以上により、本実施形態によれば、情報処理装置１０は、ウィジェット画像が配置され
た複数のレイヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部１４に表示し、かつ
、表示レイヤの切り替えを行う。さらに、情報処理装置１０は、入力操作に応じて撮像パ
ラメータを設定する。したがって、ユーザは、所望のレイヤに表示された所望のウィジェ
ット画像を用いて撮像パラメータを設定することができるので、撮像パラメータを容易に
設定することができる。
【０１２３】
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　また、情報処理装置１０は、ユーザにより表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に、
表示レイヤを切り替える。したがって、ユーザは、所望のレイヤを容易に表示させること
ができる。
【０１２４】
　また、情報処理装置１０は、各レイヤに配置するウィジェット画像を撮像モードに基づ
いて決定するので、ユーザの撮像目的に応じたウィジェット画像を各レイヤに配置するこ
とができる。したがって、ユーザは、所望の撮像パラメータを容易に設定することができ
る。
【０１２５】
　また、情報処理装置１０は、撮像モードに基づいて、ウィジェット画像の優先度を決定
し、優先度に基づいて、各レイヤに配置するウィジェット画像を設定する。したがって、
ユーザは、所望のウィジェット画像をより容易に発見することができる。
【０１２６】
　また、情報処理装置１０は、ユーザによる撮像モード設定操作が行われる際に、撮像モ
ードを設定するための撮像モード設定画像を表示する。これにより、撮像モード設定画像
がユーザにとって邪魔になりにくい。また、ユーザは、撮像モード設定画像を用いること
で、撮像モードを所望のモードに容易に変更することができる。
【０１２７】
　また、情報処理装置１０は、ユーザにより選択されたウィジェット画像を各レイヤに配
置する制御を行う。したがって、ユーザは、所望のレイヤに所望のウィジェット画像を配
置することができる。
【０１２８】
　さらに、情報処理装置１０は、ユーザが選択したウィジェット画像に関連する関連ウィ
ジェット画像を提示する制御を行う。これにより、ユーザは、所望の撮像に必要な撮像パ
ラメータを容易に把握することができ、かつ、その撮像パラメータを容易に調整すること
ができる。
【０１２９】
　さらに、情報処理装置１０は、関連ウィジェット画像をユーザが選択したウィジェット
画像と同じレイヤまたは他のレイヤに表示してもよい。これにより、ユーザは、関連ウィ
ジェット画像をレイヤに配置する手間が省ける。
【０１３０】
　さらに、情報処理装置１０は、ユーザが選択したウィジェット画像に基づいて、撮像モ
ードを設定する。したがって、ユーザは、所望の撮像を容易に行うことができる。
【０１３１】
　さらに、情報処理装置１０は、撮像モードに応じて表示レイヤ切り替え操作の方法を変
更する。したがって、情報処理装置１０は、ユーザが表示レイヤ切り替え操作と他の操作
とを混同する可能性を低減することができる。
【０１３２】
　また、情報処理装置１０は、表示部１４の使用状態が変更された場合に、ウィジェット
画像同士の位置関係を維持する。したがって、表示部１４の使用状態が変更された場合で
あっても、ユーザが混乱する可能性が低下する。
【０１３３】
　＜２．第２の実施形態＞
　つぎに、第２の実施形態について説明する。第２の実施形態では、情報処理装置と撮像
装置とが分割されている。
【０１３４】
　（２－１．情報処理システムの全体構成）
　まず、図２１に基づいて、第２の実施形態に係る情報処理システムの構成について説明
する。情報処理システムは、情報処理装置１０及び撮像装置２０を備える。情報処理装置
１０及び撮像装置２０は、互いに通信する事が可能である。情報処理装置１０は、上述し



(22) JP 6149696 B2 2017.6.21

10

20

30

40

50

た第１の実施形態と同様の処理を行う。ただし、情報処理装置１０は、スルー画像及び撮
像画像を撮像装置２０との通信によって取得する。また、情報処理装置１０は、撮像パラ
メータの設定値に関する設定値情報を撮像装置２０に出力する。
【０１３５】
　（２－２．撮像装置の構成）
　情報処理装置１０の構成は第１の実施形態で示した通りである。なお、第２の実施形態
では、情報処理装置１０は撮像部１３を有していなくてもよい。そこで、ここでは撮像装
置２０の構成について説明する。
【０１３６】
　図２２に示すように、撮像装置２０は、記憶部２１、通信部２２、撮像部２３、表示部
２４、操作部２５、及び制御部２６を備える。記憶部２１は、撮像装置２０に記憶部２１
、通信部２２、撮像部２３、表示部２４、操作部２５、及び制御部２６を実現させるため
のプログラム、及び各種画像情報を記憶する。
【０１３７】
　通信部２２は、情報処理装置１０との間で通信を行う。例えば通信部２２は、制御部２
６から与えられたスルー画像を情報処理装置１０に送信する。また、通信部２２は、情報
処理装置１０から与えられた設定値情報を制御部２６に出力する。撮像部２３は、撮像を
行う。具体的には、撮像部２３は、ユーザが撮像操作（例えば図示しないシャッターボタ
ンを押下する）を行うまでは、撮像素子に取り込まれた画像をスルー画像として制御部２
６に出力する。撮像部２３は、ユーザが撮像操作を行った場合には、Ｔｖ／Ａｖ値及びＩ
ＳＯ値の設定値に応じた撮像を行う（具体的には、シャッターを切る等の動作を行う）。
そして、撮像部２３は、撮像素子に取り込まれた画像を撮像画像として制御部２６に出力
する。
【０１３８】
　表示部２４は各種画像、例えばスルー画像、及び撮像画像を表示する。表示部２４は、
上述したウィジェット画像を表示してもよい。操作部２５は、いわゆるハードキーを含み
、撮像装置２０の各部位に配置される。操作部２５は、ユーザが行った入力操作に関する
操作情報を制御部２６に出力する。制御部２６は、撮像装置２０全体を制御する他、スル
ー画像を通信部２２に出力する。また、制御部２６は、設定値情報に基づいて撮像部２３
の設定を行う。
【０１３９】
　撮像装置２０は、図２３に示すハードウエア構成を有し、これらのハードウエア構成に
よって上記の記憶部２１、通信部２２、撮像部２３、表示部２４、操作部２５、及び制御
部２６が実現される。
【０１４０】
　すなわち、撮像装置２０は、ハードウエア構成として、不揮発性メモリ２０１と、ＲＡ
Ｍ２０２と、通信装置２０３と、撮像用ハードウエア２０４と、ディスプレイ２０５と、
操作装置（ハードキー等）２０６と、ＣＰＵ２０７とを備える。
【０１４１】
　不揮発性メモリ２０１は、各種プログラム及び画像情報等を記憶する。ここで、当該プ
ログラムには、撮像装置２０に記憶部２１、通信部２２、撮像部２３、表示部２４、操作
部２５、及び制御部２６を実現させるためのプログラムが含まれる。
【０１４２】
　ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０７による作業領域となるものである。通信装置２０３は、
情報処理装置１０と通信を行う。撮像用ハードウエアは、上記の撮像装置１０４と同様の
構成を有する。すなわち、撮像用ハードウエアは、撮像を行うことで、撮像画像を生成す
る。ディスプレイ２０５は、各種画像情報を表示する。ディスプレイ２０５は、音声情報
を出力しても良い。操作装置２０６は、ユーザによる各種入力操作を受け付ける。
【０１４３】
　ＣＰＵ２０７は、不揮発性メモリ２０１に記憶されたプログラムを読みだして実行する
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。したがって、ＣＰＵ２０７が不揮発性メモリ２０１に記憶されたプログラムを読みだし
て実行することで、撮像装置２０に記憶部２１、通信部２２、撮像部２３、表示部２４、
操作部２５、及び制御部２６が実現される。すなわち、ＣＰＵ２０７は、撮像装置２０の
実質的な動作主体となりうるものである。
【０１４４】
　（２－３．情報処理システムによる処理）
　情報処理システムによる処理は上述した情報処理装置１０による処理と同様である。た
だし、撮像装置２０がスルー画像を作製して情報処理装置１０に送信すること、情報処理
装置１０から設定値情報を撮像装置２０に送信する点が第１の実施形態と異なる。
【０１４５】
　第２の実施形態によっても、ユーザは、撮像パラメータを容易に設定することができる
。また、ユーザは、情報処理装置１０を用いて撮像装置２０の撮像パラメータを遠隔操作
することができるので、ウィジェット画像の使い勝手がさらに向上する。
【０１４６】
　なお、第１及び第２の実施形態は、本明細書中に記載されたいずれかの効果、または他
の効果を有するものであってもよい。
【０１４７】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１４８】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータの設定が可能な情報処理装置であって、
　前記撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画像が配置された複数のレイ
ヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部に表示する制御を行い、かつ、前
記表示レイヤを切り替える制御を行う制御部を備える、情報処理装置。
（２）
　前記制御部は、前記表示レイヤを切り替える表示レイヤ切り替え操作が行われた場合に
、前記表示レイヤを切り替える、前記（１）記載の情報処理装置。
（３）
　前記制御部は、各レイヤに配置する撮像パラメータ設定画像を撮像モードに基づいて決
定する、前記（１）または（２）記載の情報処理装置。
（４）
　前記制御部は、前記撮像モードに基づいて、前記撮像パラメータ設定画像の優先度を決
定し、前記優先度に基づいて、各レイヤに配置する撮像パラメータ設定画像を決定する、
前記（３）記載の情報処理装置。
（５）
　前記制御部は、前記撮像モードを設定するための撮像モード設定操作が行われる際に、
前記撮像モードを設定するための撮像モード設定画像を表示する制御を行う、前記（３）
または（４）記載の情報処理装置。
（６）
　前記制御部は、各レイヤに配置する撮像パラメータ設定画像を選択する設定画像選択操
作により選択された設定画像である表示対象設定画像を各レイヤに配置する制御を行う、
前記（１）～（５）のいずれか１項に記載の情報処理装置。
（７）
　前記制御部は、前記表示対象設定画像に関連する関連設定画像を提示する制御を行う、
前記（６）記載の情報処理装置。
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（８）
　前記制御部は、前記関連設定画像を前記表示対象設定画像と同じレイヤまたは異なるレ
イヤに表示する制御を行う、前記（７）記載の情報処理装置。
（９）
　前記制御部は、前記表示対象設定画像に基づいて、撮像モードを設定する、前記（６）
～（８）のいずれか１項に記載の情報処理装置。
（１０）
　前記制御部は、撮像モードに応じて前記表示レイヤ切り替え操作の方法を変更する、前
記（２）記載の情報処理装置。
（１１）
　前記制御部は、前記表示部の使用状態が変更された場合に、前記撮像パラメータ設定画
像同士の位置関係を維持する、前記（１）～（１０）のいずれか１項に記載の情報処理装
置。
（１２）
　前記制御部は、前記撮像パラメータ設定画像として、ウィジェット画像を表示する制御
を行う、前記（１）～（１１）のいずれか１項に記載の情報処理装置。
（１３）
　撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画像が配置された複
数のレイヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部に表示する制御を行い、
かつ、前記表示レイヤを切り替える制御を行うことと、
　入力操作に応じて、前記撮像パラメータを設定する制御を行うことと、を含む、情報処
理方法。
（１４）
　コンピュータに、
　撮像に関する撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画像が配置された複
数のレイヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部に表示する制御を行い、
前記表示レイヤを切り替える制御を行い、かつ、操作入力に応じて前記撮像パラメータを
設定する制御を行う制御機能を実現させる、プログラム。
（１５）
　操作入力に応じて撮像に関する撮像パラメータの設定が可能な情報処理システムであっ
て、
　前記撮像パラメータを設定するための撮像パラメータ設定画像が配置された複数のレイ
ヤのうち、いずれかのレイヤを表示レイヤとして表示部に表示する制御を行い、かつ、前
記表示レイヤを切り替える制御を行う制御部を備える、情報処理システム。
【符号の説明】
【０１４９】
１０　情報処理装置
１１、２１　記憶部
１２、２２　通信部
１３、２３　撮像部
１４、２４　表示部
１５、２５　操作部
１６、２６　制御部
２０　撮像装置
１０１、２０１　不揮発性メモリ
１０２、２０２　ＲＡＭ
１０３、２０３　通信装置
１０４　撮像装置
１０５、２０５　ディスプレイ
１０６　タッチパネル
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２０４　撮像用ハードウエア
２０６　操作装置（ハードキー等）
２１０　表示レイヤインジケータ
３００～７００　ウィジェット画像
８００－１～８００－４　　撮像モード設定画像
１１１０　アンドゥボタン
１１２０　リセットボタン
１１３０　ロックボタン
１０００　スルー画像（撮像画像）
２０００　ウィジェットアイコン一覧画像
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